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平成２３年度 土木部 ２月補正要求概要 

 
 
除雪費の増額 
 
 ・道路の除雪にかかる費用の増額            ・・・・・・・・・・４億３，３７９万円 

 
復旧・復興事業等に必要な経費の増額 
  
 ・木造応急仮設住宅を再利用するための仕組みづくりの検討・・・・・・・・    ７，５０９万円 
 ・新潟・福島豪雨で被災した土木施設の改良復旧に係る増額 ・・・・・  ２億７，７５０万円 

 ・国の災害復旧事業等に係る直轄事業負担金の増額     ・・・・・  １３億４，８４１万円 

 
予算確定等に伴う補正 

 ・予算の確定等に伴う補正              ・・・・・・・△１６８億８，６５０万円 
  

◯平成２３年度２月補正 土木部予算 

 一般会計 △１４７億３，６６６万円    

  ●除雪費の増額          

  ●復旧・復興事業等の増額 

  ●予算確定等に伴う補正 

              

     

 

 

 

   

   

 

 

補正予算の規模 
１ 降雪量が平年以上に増加していることを

踏まえ、県民の安全・安心の確保を図るた
め、除雪費の増額を行います。 

２ 復旧・復興事業等に必要な経費の増額を

行います。 
３ 予算の確定等に伴う補正を行います。 

補正予算の概要 

P.1 

主な事業内容 

P.2 
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土木部 ２月補正予算   

道路の除雪を行い、県民の安全・安心を確保します 

※この資料に関する問い合わせ先：道路管理課 主幹 松﨑（電話024-521-7468 県庁内線3564）   福島県土木部 １ 

補正の目的 

  会津地方を中心とした今冬の豪雪等
に対応し、円滑な通行を確保するため、 

 除雪費の増額補正を行います。 

今年度の降雪データ 

指定雪量観測点 平均累積降雪量 

■指定雪量観測点

会津若松市（門田）

猪苗代町　（猪苗代）

西会津町　（野沢）

南会津町　（田島）

只見町　　（只見）

県内の現況 

国道289号（只見町）H24.2.3 

（主）原町川俣線（飯舘村）H24.1.22 

（主）喜多方西会津線（西会津町）H24.2.4 

国道２５２号（金山町）H24.1.23 

只見町では、2月1日現在、すでに平年の年間
降雪量に迫る降雪量となっています。 

雪を捨てきれなくなった所では、バックホウとト
ラックによる排雪を行いました。 

浜通りの飯舘村でも降雪があり、除雪を行い
ました。 

西会津町では、2月1日現在、すでに平年の年
間降雪量を超える降雪量となっています。 

２月１日 
平年の１．３倍 

（過去5ヶ年） 



【事業の概要】 被災者の生活再建に向けた住まいづくりを支援します 

土木部 ２月補正予算   

 木造応急仮設住宅を、その役割が終了し

た際に、被災者の恒久住宅として
再利用するためのしくみを構築 
します。 

※この資料に関する問い合わせ先 ： 建築指導課 主幹 斎藤 （電話024-521-7522  県庁内線3667 ） ２ 福島県土木部 

事業の概要 

福島県の木造応急仮設住宅 

 
 
① 被災者の住宅再建の経済的負担軽減 
② 地元住宅関連産業の活性化 
③ 資材の有効活用（産業廃棄物の削減） 
  

事業の効果 

 本県では約16,000戸の応急仮設住宅
が建設されております。 
 その中の約6,000戸は県内事業者によ
る木造であり、部材の再利用を図ること
が可能です。 

恒久住宅へ再利用 

再利用のしくみを構築する 
         ＣＭ※を選定します。 
 ※ＣＭとは、ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの略で、企   
  画から建築設計、コストダウンまで取り組む 
  企業をいいます。 

選定されたＣＭが、 
再利用するためのしくみを 
構築します。 
【内容】 
 ①仮設住宅を恒久住宅へ再利用するため 
  の平面図等の作成 
 ②工事費用の積算 
 ③建築資材等の安価な調達方法の構築 
 ④再利用希望者へ提供する手法   など 

事業の背景 

住宅再建希望者に情報を 
             提供します。 
【情報提供内容】 
 ①仮設住宅を再利用した平面図等 
 ②工事費用 
 ③工事対応できる事業者リスト   など 

事業のフロー 

ＣＭ 


